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雑感 － 台湾に来て考えたこと 








んでいる課題が一つだけある。それは海底地殻変動観測で、キネマティックGPS と音響測距の 2 つの技
術を組み合わせて、海底の位置を決めるものである。用いる技術は最先端とは言い難いが、深さ数千メー















































































テニスコートやバスケットコート、プールや 1 周 150m のトラック、種々の運動器具などの設備がある。
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また、どの売り場もMade in China ばかりである。台湾の経済は、中国に大きく依存するようになった。 
さらに、両岸経済文化交流、両岸研究協力も盛んである。ここで、「両岸」とは台湾海峡両岸との意味
で、「両国」と名付けないのは、微妙な問題を避けるためであろう。中国は、「台湾は中国の一部」との原
則を貫くため、台湾人が中国に入国する際は、「中国人」として扱うらしい。ただし、私が会った台湾人の
中で、中国との統合を望んでいる人はいなかった。用いる言葉は中国語、ルーツも似ているのだから、将
来は一緒になるのではと私が聞いたところ、それならアメリカはイギリスと一緒になるか、と反論された。
台湾は今後も変化を続けるだろう。その結果は、日本に大きな影響をおよぼさざるを得ない。日本は台湾
にもう少し関心を向ける必要があるだろう。 
